
16南島原市議会だより No.5717 南島原市議会だより No.57

会 派 別 議 員 名 簿 8

○：賛成　×：反対　議席番号13番・15番は欠員

令和２年第２回定例会で意見が分かれた議案の採決

会派の異動がありましたので、お知らせします。

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇×〇〇×〇議案第73号 原案可決

〇〇〇〇〇〇〇〇〇×〇〇〇〇〇〇発議第1号 原案可決

議案番号 議決結果

1817161412111097654321議席番号
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《
反
対
》　
議
案
第
73
号
に

は
、
小
学
校
教
育
振
興
費

と
中
学
校
教
育
振
興
費
と

し
て
、
国
の
補
正
予
算
に

伴
う
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
よ
り
、
４
年
生
以
上
の

児
童
・
生
徒
に
１
人
１
台
の

端
末
整
備
を
行
う
た
め
と
し

て
、
小
学
校
６
，７
４
７
万
、

中
学
校
６
，
８
７
０
万
７
千

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
と
は
、
個
別
最
適
化
さ

れ
た
学
び
を
推
進
す
る
た

め
に
、
情
報
通
信
技
術（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
） 

や
先
端
技
術
を
使

い
、一
人
一
人
の
子
供
の
学

習
傾
向
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
な
ど
の
デ
ー
タ
を
分

析
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子

供
に
最
適
化
さ
れ
た
学
習

内
容
を
提
供
す
る
と
し
て
、

経
済
産
業
省
や
文
部
科
学

省
の
提
起
を
受
け
て
、
昨

年
12
月
に
打
ち
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　
教
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
整
備
自
体
は
重
要
で
あ
る

と
思
う
。
ま
た
、
個
々
の
子

供
に
合
っ
た
学
習
を
き
ち
ん

と
保
障
す
る
こ
と
も
大
切

で
あ
る
。

　
し
か
し
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
よ
る
教
育
は
、

公
教
育
へ
の
企
業
の
参
入

を
一
層
進
め
、
集
団
的
な

学
び
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
、

教
育
の
画
一
化
に
つ
な
が

る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
授
業
で
は
、
教
師
が
子

供
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
教

師
と
子
供
、
子
供
と
子
供

の
発
言
や
作
業
を
基
に
進

め
て
い
く
集
団
的
な
思
考

が
必
要
で
あ
る
。
型
か
ら

外
れ
た
よ
う
な
発
想
を
す

る
子
が
い
て
、
そ
こ
か
ら

皆
が
学
ぶ
こ
と
で
、
考
え

が
深
ま
る
こ
と
が
よ
く
あ

る
。
個
別
最
適
化
さ
れ
た

学
び
で
効
率
よ
く
学
ぶ
だ

け
で
は
、
学
ぶ
過
程
が
平

板
に
な
り
、
深
み
の
な
い
学

び
に
な
る
。

　
ま
た
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
よ
る
個
別
最
適

化
で
は
、
学
習
意
欲
を
ど

う
引
き
出
す
か
と
い
う
視

点
も
な
い
。
や
る
気
の
あ
る

子
は
ど
ん
ど
ん
進
む
け
れ
ど

も
、
そ
う
で
な
い
子
は
、
い

く
ら
あ
な
た
に
合
っ
た
学

習
だ
と
言
わ
れ
て
も
、
や

る
気
に
は
な
ら
な
い
。
で

き
る
子
だ
け
が
ど
ん
ど
ん

進
み
、
こ
こ
で
格
差
が
広

が
る
。

　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
つ
い
て
の
予
算
の
つ

け
方
も
陰
険
で
あ
る
。
今
年

度
に
予
算
申
請
を
し
な
い
と

補
助
は
し
な
い
と
い
っ
て
い

る
か
ら
、
そ
れ
に
乗
じ
て
、

あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
い
な
い

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を

取
り
入
れ
、
１
人
１
台
の
端

末
整
備
を
行
う
の
は
、
時
期

尚
早
で
は
な
い
か
。

　
現
在
で
も
超
多
忙
な
教

師
の
勤
務
時
間
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
授

業
で
、
研
修
や
準
備
で
さ
ら

に
忙
し
く
な
る
こ
と
は
必

至
で
あ
る
。
今
、
子
供
た
ち

に
豊
か
な
学
び
の
実
現
を

保
障
す
る
た
め
に
は
、Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、

多
忙
な
勤
務
内
容
の
軽
減
、

教
員
の
増
員
こ
そ
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

《
賛
成
討
論
な
し
》

《
反
対
討
論
あ
り
》　

《
賛
成
討
論
な
し
》

採
決
が
分
か
れ
た
議
案
の
う
ち
、
主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

（
令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
）

賛
否
討
論

【
議
案
第
73
号
】

令
和
２
年
度
南
島
原
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
発
議
第
１
号
】

南
島
原
市
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（令和2年5月28日）

会 派 の 名 称 代 表 者 名 所属議員氏名所属議員数

自 民 党 南 創 会
（ジミントウナンソウカイ） 吉　田　幸一郎

吉　田　幸一郎

川　田　典　秀

吉　岡　　　巖

井　上　末　喜

柴　田　恭　成

中　村　哲　康

黒　岩　英　雄

小　嶋　光　明

小　林　知　誠

近　藤　一　宇

田　中　次　　

金　子　憲太郎

松　永　忠　次

林　田　久　富

中　村　久　幸

隈　部　和　久

髙　木　和　惠

3人

自 民 党 明 政 会
（ジミントウメイセイカイ） 井　上　末　喜 3人

政 研 会
（セイケンカイ） 黒　岩　英　雄 2人

日本共産党南島原市議団
（ニホンキョウサントウミナミシマバラシギダン） 小　林　知　誠 2人

ふ る さと ク ラ ブ
（フルサトクラブ） 田　中　次　　 2人

経 世 会

公 明 党（コウメイトウ）

（ケイセイカイ） 松　永　忠　次 2人

中　村　久　幸 １人

向 日 葵（ヒマワリ） 隈　部　和　久 １人

偏 西 風（ヘンセイフウ） 髙　木　和　惠 １人


